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弘
経
寺
だ
よ
り 

秘
め
ら
れ
た
想
い 

主
管 

金
田
大
祐 

桜
の
季
節
。
こ
の｢

さ
く
ら｣
と
い
う
響
き

を
聞
い
た
だ
け
で
、
何
と
な
く
麗
ら
か
な
気

持
ち
に
な
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
こ
の

季
節
に
は
、
楽
し
い
こ
と
が
始
ま
り
そ
う
な

予
感
を
感
じ
さ
せ
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
て

み
た
く
な
る
気
分
に
さ
せ
る
何
か
が
あ
る
。 

○          

○         

○ 

こ
こ
飯
沼
弘
経
寺
の
歩
ん
で
き
た
四
〇

〇
年
の
歴
史
を
四
季
に
例
え
れ
ば
、新
本
堂

の
建
設
に
伴
い
弘
経
寺
が
新
た
な
歴
史
を

刻
も
う
と
し
て
い
る
今
こ
そ
が
「
桜
の
春
」

で
あ
る
。 

私
た
ち
は
こ
の
春
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
大
事
な
人
を
昨
年
の
暮
れ
に
亡
く
し
た
。

寿
亀
山
弘
経
寺
第
八
六
世
住
職 

江
口
定
信

上
人
、
そ
の
人
な
く
し
て
は
、
弘
経
寺
再
興

の
礎
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
本
来
な
ら
ば
、
江
口
住
職
と
共
に
弘
経

寺
再
興
の
春
を
迎
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。 

先
日
、
故
江
口
定
信
上
人
の
御
子
息
で
あ

り
、
浦
安
大
蓮
寺
の
御
住
職
で
あ
ら
れ
る
江

口
隆
定
上
人
と
お
目
に
か
か
っ
た
。隆
定
上

人
と
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
は
故
人
を
偲
ぶ
何
よ
り
の
大

切
な
機
会
と
な
っ
た
。 

そ
の
際
、
私
は
隆
定
上
人
よ
り
一
枚
の
紙

を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
に
は
、 

人
間
は
行
動
し
た
後
悔
よ
り
も
、

行
動
し
な
か
っ
た
後
悔
の
方
が

大
き
い 

と
書
か
れ
て
い
た
。 

こ
れ
は
、
故
江
口
定
信
上
人
が
病
床
で
書

か
れ
た
絶
筆
で
あ
る
と
い
う
。 

「
後
悔
の
な
い
よ
う
に
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
せ
よ
」
と
は
未
来
の
あ
る
若
者
が
享
受

す
べ
き
人
生
訓
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、病
床
で
し
か
も
臨
終
間
際
の

上
人
が
綴
っ
た
言
葉
と
し
て
は
あ
ま
り
に

深
く
、
あ
ま
り
に
重
い
。 

弘
経
寺
を
再
興
す
べ
く｢

行
動｣

し
た
江

口
上
人
は
言
動
一
致
の
人
で
あ
っ
た
。
「
臨

終
の
最
後
の
一
分
、
一
秒
さ
え
も
、
心
を
尽

く
し
て
生
き
よ
。
死
ぬ
と
き
に
な
っ
て
、
本

当
に
生
き
な
か
っ
た
と
発
見
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
今
を
生
き
よ
。
」
と
、
江
口

定
信
上
人
が
臨
終
の
間
際
ま
で
必
死
に
な

っ
て
、
私
た
ち
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。 

○          

○         

○ 

も
う
す
ぐ
弘
経
寺
で
は
桜
が
美
し
く
花

を
咲
か
せ
る
。
境
内
が
桜
色
に
染
ま
る
頃
、

桜
を
眺
め
な
が
ら
江
口
住
職
が
残
し
た
言

葉
の
意
味
を
深
く
味
わ
っ
て
み
た
い
。 

 江
口
定
信
上
人
追
悼
会 

·  

別
院
弘
経
寺
追
悼
会 

去
る
一
月
二
六
日
、
当
山
に
て
、
弘
経
寺

第
八
六
世
住
職
江
口
定
信
上
人
の
追
悼
会

が
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
大
本
山
増

上
寺
蓮
池
光
洋
執
事
御
導
師
の
も
と
、
増
上

寺
法
要
課
の
御
上
人
方
に
司
式
を
お
勤
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

式
中
、
御
導
師
が
詠
ま
れ
た
香
語
に
よ
り
、

参
列
し
た
約
百
名
の
お
檀
家
の
方
々
が
故

江
口
上
人
の
お
人
柄
や
弘
経
寺
本
堂
改
修

工
事
へ
の
多
大
な
る
功
績
に
対
し
思
い
を

深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
筆
頭
総
代
本
田
氏

か
ら
の
弔
辞
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
参
列
者
一

同
、
江
口
住
職
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
本
堂
改

修
事
業
の
成
功
を
お
誓
い
し
ま
し
た
。 

·  

大
本
山
増
上
寺
追
悼
会 

去
る
二
月
二
六
日
、
大
本
山
増
上
寺
に
て

江
口
定
信
執
事
長
の
追
悼
会
が
、
増
上
寺
御

法
主
成
田
有
恒
台
下
御
新
修
の
も
と
、
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。
別
院
弘
経
寺
か
ら
は
本
田 

弘
、
飯
田 

喜
一
、
飯
田 

滝
三
、
海
老
原 

正
美
、
飯
田 

孝
夫
、
海
老
原 

泰
治
、
五

木
田 

芳
夫
、
古
谷 

三
郎
、
小
島 

義
則
、

山
田
広
、
金
田
大
祐(

以
上
敬
称
略)

が
代

表
し
て
参
列
し
ま
し
た
。
追
悼
会
に
参
列

さ
れ
た
方
の
一
人
は
、
「
江
口
上
人
追
悼

の
た
め
の
お
経
や
声
明
が
参
列
さ
れ
た

何
百
人
も
の
僧
侶
の
方
々
に
よ
り
大
合

唱
さ
れ
、
こ
の
上
な
く
美
し
く
大
殿
に
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
立
派

な
法
要
に
参
列
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
に
立
派
な
方
が
当
山
弘
経
寺

の
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
を
本
当
に
有
難

く
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
」
と
感
想
を
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

千
姫
ま
つ
り 

常
総
市
恒
例
の
行
事
、
千
姫
ま
つ
り
が
今

年
は
五
月
十
三
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

弘
経
寺
は
今
年
も
千
姫
ま
つ
り
に
協
賛
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
ま
す
。
今
年
は
本
堂
が

改
修
工
事
の
た
め
に
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
よ

り
も
大
幅
に
規
模
を
縮
小
し
て
、
二
日
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
日
程
と
イ
ベ
ン
ト
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。  

 
(

裏
面
へ
↓)
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五
月
十
二
日(

土)

・
五
月
十
三
日(

日)
 

両
日
と
も
に
、
新
書
院
に
て
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で 

·  

遺
品
展･

･
･

千
姫
様
の
遺
品
を
展
示
い

た
し
ま
す
。 

·  

写
真
展･

･
･

写
真
家
伊
沢
達
也
氏
の
写

真
を
中
心
に
弘
経
寺
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
す
。
現
在
、
本
堂
が
改
修
工
事
中

で
す
の
で
、
旧
本
堂
が
新
本
堂
に
生
ま

れ
変
わ
る
工
程
も
写
真
に
て
ご
覧
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。 

五
月
十
二
日(

土)
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で 

·  

陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ･･

･

子
供
た
ち

を
対
象
に
金
田
主
管
が
陶
芸
教
室(

粘

土
遊
び)

を
行
い
ま
す
。 

五
月
十
三
日(

日)
 

新
書
院
に
て
午
前
十
一

時
か
ら
十
一
時
三
〇
分
ま
で 

·  

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト･

･
･

昨
年
の
千

姫
ま
つ
り
に
て
大
好
評
で
し
た
フ
ル
ー

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年
も
鈴
木
祐
子
さ

ん
に
公
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に

千
姫
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
曲｢

千
姫
花
物

語｣

は
フ
ル
ー
ト
の
音
色
に
の
っ
て
、
聴

く
人
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
す
。 

五
月
十
三
日(

日)
 

古
書
院
に
て
午
前
十
一

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で 

·  

茶
会･

･
･

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
野
点
の

代
わ
り
に
本
年
は
室
内(

古
書
院)

に
て

お
茶
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
点
前

を
し
て
い
た
だ
く
の
は
宗
偏
流
の
飯
田

宗
藤
先
生
と
そ
の
御
社
中
の
皆
様
で
す
。 

 

開
山
忌 

弘
経
寺
開
山
嘆
誉
良
肇
上
人
を
偲
ぶ
法

会
、
開
山
忌
が
六
月
三
日(

日)

に
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
本
堂
の
上
棟
と
時
期
的
に
重

な
る
た
め
、
上
棟
式
と
同
日
開
催
と
な
り
ま

す
。
午
前
中
に
上
棟
式
、
午
後
に
開
山
忌
を

営
む
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程
は
次
号｢

弘

経
寺
だ
よ
り｣

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

本
堂
改
修
工
事
ニ
ュ
ー
ス 

基
礎
工
事
が
無
事
完
了
し
、
二
月
中
に

は
内
陣
と
向
拝
が
、
曳
家
に
よ
っ
て
、
新

し
い
基
礎
上
の
定
位
置
に
納
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
製
材
所
に
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
た
旧
本
堂
の
柱
が
新
し
い
基

礎
の
上
に
次
々
と
立
て
ら
れ
、
そ
の
間
に

貫
が
組
ま
れ
、
更
に
各
柱
の
上
に
桁
も
組

ま
れ
ま
し
た
。
三
月
中
に
は
内
陣
か
ら
向

拝
に
か
け
て
丸
太
の
梁
が
組
ま
れ
ま
す
。 

な
る
べ
く
新
材
を
使
わ
ず
、
古
材
を
再
利

用
す
る
改
修
作
業
で
す
の
で
大
変
な
手
間

が
か
か
り
ま
す
。
金
剛
組
の
監
督
の
も
と
、

飛
騨
組(

宮
大
工)

さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た

職
人
さ
ん
た
ち
の
手
に
よ
り
、
丁
寧
に
手
際

よ
く
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

上
棟
式 

昨
年
十
一
月
の
地
鎮
式
か
ら
今
年
の
二

月
に
か
け
て
の
冬
の
間
、
基
礎
工
事
が
着
々

と
進
め
ら
れ
立
派
な
基
礎
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
春
に
な
り
柱
組
、
桁
組
、
梁
組
、

屋
根
組
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
五
月
中

に
は
新
本
堂
の
骨
格
が
整
い
、
い
よ
い
よ
上

棟
と
な
り
ま
す
。
上
棟
式
は
六
月
三
日(

日)

の
午
前
に
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
時

間
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
次
号

｢

弘
経
寺
だ
よ
り｣

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

建
設
委
員 

世
話
人
の
交
代
に
伴
い
、
飯
沼
五
地
区
は

飯
田
健
さ
ん
か
ら
飯
田
孝
夫
さ
ん
に
、
大
口

下
二
地
区
は
落
合
正
美
さ
ん
か
ら
落
合
哲

朗
さ
ん
に
、
羽
生
中
部
地
区
は
石
塚
政
一
さ

ん
か
ら
石
塚
克
己
さ
ん
に
建
設
委
員
が
交

代
し
ま
し
た
。
飯
田
孝
夫
さ
ん
、
落
合
哲
朗

さ
ん
、
石
塚
克
己
さ
ん
、
新
本
堂
落
慶
に
向

け
て
重
要
で
忙
し
い
最
中
の
世
話
人･

建
設

委
員
へ
の
就
任
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！ 

御
浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
十
九
年
二
月
ま
で
に 

四
三
、
三
六
二
、
八
六
〇
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

          

清
掃
当
番 

今
年
最
初
の
境
内
清
掃
日
は
四
月
一

日(

日)

で
す
。
担
当
地
区
は
細
野･

六
軒
地

区
で
す
。
当
日
は
午
前
八
時
集
合
で
雨
天

の
場
合
は
室
内
の
清
掃
を
お
願
い
し
た

く
存
じ
ま
す
。
細
野･

六
軒
地
区
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
二
月
二
二
日 

神
林  

仁
殿 

七
二
歳 

十
二
月
二
五
日 

池
田
金
一
殿 

八
一
歳 

一
月  

九
日 

渡
辺
四
郎
殿 

五
三
歳 

改修工事風景 


